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●一般の住宅は新築後３年間の優遇
一般の住宅は、新築後３年間、住宅にかか

る固定資産税の年税額が２分の１に減額され
ます(３階建て以上の中高層耐火住宅などは５
年間)。
●減額の範囲
①住宅の居住部分の床面積が120ｍ2までの場
合は、年税額が２分の１に減額
②120ｍ2を超える場合は、120ｍ2に相当する分
が２分の１に減額(120ｍ2と実際の床面積の
比率を年税額に乗じ、その２分の１を減額)

●固定資産税に関するお問い合わせは資産税課へどうぞq(866)2057

●減額制度の対象となる新築住宅
○居住部分の割合と床面積(１戸建ての場合)

○課税台帳の登録価格(１ｍ2あたり)
・耐火構造＝17万6,000円以下
・準耐火構造＝14万4,000円以下
・木造＝11万2,000円以下

【計算例】今年８月に次の住宅を新築した場合を例に、年税額を計算してみます。
●構造／木造２階建て　●床面積／160ｍ2 ●固定資産税の評価額／1,500万円

①通常の年税額 1,500万円(評価額)×1.6％(税率)＝24万円

②減額される税額 24万円(年税額)×　　　　　　　　　　　 ×１/２＝９万円

③実際に納める年税額 24万円(通常の年税額)－９万円(減額される税額)＝15万円
平成11年度から13年度まで３年間続きます。

(注) 平成９年１月１日以前に新築された家屋は、床面
積が40～200ｍ2のものが減額の対象となります

シリーズ８回目は、新築したマイ

ホームにかかる固定資産税の減額制

度についてお知らせします。この制

度の対象となるかたには、市職員が

家屋調査に伺った際に制度について

ご説明します。また、適用期間を過

ぎると、その旨の通知をお送りし、

翌年度から本来の税額に戻る仕組み

になっています。

新築マイホームの固定資産税が半額に

120ｍ2(減額される上限床面積)
160ｍ2(実際の床面積)

専用住宅 床面積40～240ｍ2
120ｍ2

まで併用住宅 居住部分の床面積40～240ｍ2

全　部

2分の１以上

区　分 居住部分の割合 床　面　積 減額の範囲
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く
り
を

考
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
市
で
は
、
第
五
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
の
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
三
十
二
年(
二
〇
二
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納税標語の
入選作品が決定

納
税
の
義
務
に
守
ら
れ
明
る
い
社
会

久
杉
か
お
り
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ん(

土
崎
港)

税
納
め
秋
田
の
未
来
に
夢
託
す

進
藤
義
雄
さ
ん(

広
面)

目
立
た
ぬ
が
い
つ
も
力
に
な
る
納
税

足
利
信
市
郎
さ
ん(

八
橋)

市と納税貯蓄組合連合会が募集した納税
標語の入選作品が決まりました。応募総数
は180点。これら入選作品は看板やステッ
カーなど納税ＰＲに活用していきます。

納
め
ま
す

住
み
た
い
秋
田
に

す
る
た
め
に

小
川
尚
さ
ん(

保
戸
野)

完
納
で

郷
土
輝
く

飛
躍
の
あ
き
た

伊
藤
暢
子
さ
ん(

飯
島)

伊
東
富
美
子
さ
ん(

広
面
字
野
添)

創
り
出
す

未
来
の
都
市
像

市
税
か
ら

第二席 第一席第三席佳 作
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ん(

新
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佐

藤
茂
二
さ
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港
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船
木
範
人
さ
ん(

添
川)

薄
田
啓
二
郎
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ん(

金
足)

佐
々
木
圭
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ん(

寺
内)

松
本
テ
ル
さ
ん(

高
陽)

進
藤
悦
子
さ
ん(

広
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菊
地
定
夫
さ
ん(

泉)

入選者のみなさんと鈴木助役
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